
Ⅰ. 緒言

外界、特に太陽からの電磁波の強度は、地球
上の地理的、季節的要因によって大きく変化し、
動物のライフスタイルに様々な影響を及ぼすこ
とはよく知られている。動物の体表面に照射さ
れた光は、一部は吸収され、一部は反射し、一
部は透過する。太陽から地球に到達する電磁波
のうち、400 nm以下の光、とりわけ紫外線は、

動物表皮の深部に達し、突然変異を引き起こし、
皮膚がんの原因になる1, 2)。400 -700 nmの可視域
の光は、動物の視覚器官によってさまざまな色
として知覚され、摂食行動や繁殖行動などに影
響を与える3, 4)。また、これらの光の昼夜の明暗
サイクルは、松果体のメラトニン分泌に作用し、
サーカデイアンリズムの調節に貢献する5)。700
nm以上の赤外域の光は、熱変換効率が高く6)、
動物には主に熱として作用する。これら太陽光
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Summary We performed simplified optical analysis of the fur of dogs and cats and feathers of birds
using an ultraviolet visible spectrophotometer.  As a result, the light-shielding ability was not associ-

ated with the fur color, but showed a negative correlation with its thickness.  For light-scattering

analysis, simple processing was applied to cuvettes, and plant leaves were analyzed to obtain the optical

data corresponding with chlorophyll pigment.  This result suggested that this method was useful for

estimating pigments contained in materials.  Light-scattering analysis of human and dog hair and crow

feathers showed absorption peaks at wavelengths corresponding to eumelanin and pheomelanin.

Analysis of cat hair also showed an absorption peak at 380-400 nm, suggesting a pigment in addition

to eumelanin and pheomelanin.  On analyzing parrot feathers, an absorption peak corresponding to

psittacofulvin was confirmed.  In pigeons and crows, a low absorption peak corresponding to psitta-

cofulvin was also observed.
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の影響から身を守るため、動物体表面の最外郭
の皮膚組織は、表皮の色素細胞がメラニンを合
成したり7, 8)、硬いケラチンタンパクからなる被
毛や羽毛を発達させたりと9, 10)、さまざまに変化
してきた。そのため、これら被毛、羽毛の色素
に関する研究には、硬いケラチンを破壊して色
素を抽出しなければならず、極めて繁雑であっ
た11)。

今回我々は、動物（イヌ、ネコ）の被毛及び
鳥の羽毛の落射、透過照明による光学顕微鏡観
察や分光光度計を用いた光遮蔽能分析のほか、
分光光度計のキュベットに加工を加えて、被毛
や羽毛の反射光から、これら固形材料に含まれ
る色素を、破砕抽出することなく、直接感度よ
く検出できる簡易吸光度分析法を考案し、これ
らの方法を用いて、被毛や羽毛の分光学的特性
について、いくつかの興味ある知見を得ること

ができたので報告する。

Ⅱ. 材料と方法

1. 動物被毛及び鳥羽毛の採集
イヌ被毛については、健康な成犬（プード

ル：巻毛 ８歳♀、３歳♂、年齢不詳♀、シーズ
ー：直毛８歳♂、ポメラニアン：直毛 年齢性別
不詳、ピジョン・フリーゼ：巻毛 年齢性別不詳
など）からグルーミングでカットされた黒、茶、
白色被毛を、ネコ被毛については、雑種ネコ

（13歳♂、16歳♀）から採取された黒茶、白色
被毛を用いた。鳥羽毛については、抜羽毛とし
て採集したインコ（緑色）、ハト（グレー・茶
色混合色）、カラス（黒色）の羽毛を用いた。
比較対象としては成人ヒト頭髪（黒色）を用い
た。本研究は、「ヤマザキ学園大学研究倫理指
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Fig. 1 Methods of simplified optical analysis using an ultraviolet visible spectrophotometer.
A. Right, visible light-shading analysis of dog fur: Fur was put into a cuvette, and absorbance between 190 and 1,100
nm was analyzed. Left, simplified optical analysis of fur and feathers: Analytical cuvettes were processed to detect
the scattered light from the materials as follows: Aluminum foil was applied to the cuvette surface on the light-source
side, a hole (1 mm) was made in its center, and aluminum foil (5 mm in width) was attached to the cuvette surface
on the opposite side.
B. Each of materials was directly put into the analytical cuvette. 1, empty; 2, black hair (human); 3, brown hair (dog);
4, brown feather (bird); 5, a green leaf.
C. Comparative optical analysis of plant leaves using the ultraviolet visible spectrophotometer: Right, using a conven
tional standard cuvette; Middle, using a cuvette with aluminum foil; Left, alcohol extract of leaves.



針、Ⅰ動物を対象とした研究倫理指針（動物実
験指針）」に従い実施した。

2. 被毛、羽毛に関する吸光度分析
a. 被毛、羽毛の光遮蔽効果

被毛、羽毛に関する吸光度分析には、株式会
社島津製作所のUVmini-1240紫外可視分光光度
計を用いた。光路長 10 mmのスタンダードキュ
ベット（12.5×12.5×45 mm）に被毛、羽毛を直
接入れ、乾式で190 nm-1100 nmの吸光度分析を
行った（Fig. 1A左）。吸光度測定後、用いた被
毛の乾燥重量を化学天秤で測定した。得られた
400 nm-1100 nm可視・赤外光域の吸光度の値を
被毛の乾燥重量の値で除し、被毛１gあたりの可
視・赤外光遮蔽率とした。
b. 被毛、羽毛反射光の簡易吸光度分析

被毛、羽毛の簡易吸光度分析法として、被毛
や羽毛を乾式でそのまま用いて、被毛や羽毛か
らの反射光の吸光度分析をするために、ネフェ
ロメトリー用反射光検出部を模して、スタンダ
ードキュベットに加工を施した。すなわち、キ
ュベット入光面にアルミ箔を貼り、その中央部
に直径１mmの光通過穴を開けた。キュベット
の出光面には、光通過穴の対面の位置に幅５
mmのアルミ箔を貼り、光通過穴から入った光
が、直接受光部に達しないように加工した

（Fig. 1A右）。この加工キュッベットに被毛や羽
毛や植物試料を直接投入し（Fig. 1B）、被毛や

羽毛からの反射光について簡易吸光度分析を行
った。

3. 被毛、羽毛の落射及び透過照明による顕微鏡
観察

被毛、羽毛の落射及び透過照明による観察を
行った。イヌ被毛については、×200倍または×
400倍の光学顕微鏡を用いた。被毛の落射照明に
際しては、光学顕微鏡の透過照明をオフにし、
顕微鏡のステージ上部から27 Wの蛍光灯で照明
し、観察した。羽毛の落射照明による肉眼観察
には27 Wの蛍光灯照明を用い、透過照明にはイ
ムノビュアーを用いた。

Ⅲ. 結果

1. 被毛、羽毛反射光の簡易吸光度分析に関する
予備実験

被毛や羽毛を用いた乾式の反射光吸光度分析
（簡易吸光度分析）が可能かどうかを確認する
ために、植物の葉を用いて、次のような簡単な
予備実験を行った。まず通常のキュベットに細
長い植物の葉をそのまま入れ、吸光度を測定し
たところ、250-1100 nm間で吸光度の値はほとん
ど変化せず、250 nm以下の吸光度の値は急に高
くなった（Fig. 1C左）。次に「材料と方法」2b
のように加工したキュベットに、同じ細長い植
物の葉を入れ、吸光度を測定したところ、380-
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Fig. 2 Visible light-shading analysis of dog fur.
A: dog (black hair); B: dog (brown hair); C: dog (white hair); D: cat (white hair).
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Fig. 1 Methods of simplified optical analysis using an ultraviolet visible spectrophotometer.
A. Right, visible light-shading analysis of dog fur: Fur was put into a cuvette, and absorbance between 190 and 1,100
nm was analyzed. Left, simplified optical analysis of fur and feathers: Analytical cuvettes were processed to detect
the scattered light from the materials as follows: Aluminum foil was applied to the cuvette surface on the light-source
side, a hole (1 mm) was made in its center, and aluminum foil (5 mm in width) was attached to the cuvette surface
on the opposite side.
B. Each of materials was directly put into the analytical cuvette. 1, empty; 2, black hair (human); 3, brown hair (dog);
4, brown feather (bird); 5, a green leaf.
C. Comparative optical analysis of plant leaves using the ultraviolet visible spectrophotometer: Right, using a conven
tional standard cuvette; Middle, using a cuvette with aluminum foil; Left, alcohol extract of leaves.



500 nmの間と680 nmに吸収極大が認められた
（Fig. 1C中央）。この植物の葉にエタノールを加
えて乳鉢ですり潰し、3000 rpmで５分間遠心し、
上清の粗抽出液を採取し、それを光路長10 mm
のスタンダードキュベットに入れ、吸光度分析
を行ったところ、加工キュベットを用いたとき
の吸収極大680 nmと同様、680 nmに吸収極大が
認められた（Fig. 1C右）。一般に植物には380-
470 nmと620-680 nm域に吸収極大を持つクロロ
フィルが存在することが知られており12, 13)、当該
方法で得られた吸収極大は、クロロフィル色素
を反映したものと考えられた。また、380-500
nmの吸収極大が680 nmの吸収極大に比べて著し
く高かったが、陸上の高等植物には、450 nm付
近に吸収極大を持つカロチノイド系色素が多く
含まれていることが知られており12)、これが反
映したものと考えられた。以上の結果から、当
該加工キュベットを用いた反射光簡易吸光度分
析は、被毛、羽毛の色素源の推定にも有効と判
断された。

2. 被毛の光遮蔽効果
スタンダードキュベットに被毛を入れ、190

nm-1100 nmの吸光度分析を行ったところ、比色
分析装置による濁度測定などで経験する結果と
同様14)、広範囲の波長でほぼ一定の吸光度の値を
示したが、300 nm以下の紫外部では高い吸光度
の値を示した（Fig. 2）。可視・赤外光域の吸光度
の平均値を、測定に使用した被毛の乾燥重量で除

し、可視・赤外光遮蔽率を算出したところ、被
毛の色に関係なく、太さと可視・赤外光遮蔽率と
の間に負の相関関係が認められた（Fig. 3）。

3. 被毛反射光の簡易吸光度分析
「材料と方法」2bのように加工したキュベッ

トに、Fig. 4上写真（A-G）のヒト、イヌ及びネ
コ被毛を入れ、反射光簡易吸光度分析を実施し
た。イヌの黒、茶、白色の被毛の反射光簡易吸
光度分析の結果、黒色及び茶色の被毛では、
480-500 nm近傍に吸収極大を示し、薄茶または
こげ茶色の被毛では、長波長側の吸光度が高く
なった。白色被毛では、このような吸収極大は
ほとんど認められなかった。ネコの黒茶の被毛
では赤外域の1100 nmから500 nm付近まで吸光
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Fig. 3 Relationship between the visible light-shading 
ratio and thickness of animal hair.

Fig. 4 Simplified optical analysis of pigments in animal hair.
A: human (black hair); B: dog (black hair); C: dog (brown hair); D: dog (light brown hair); E: dog (white hair); F:
cat (black and brown hair); G: cat (white hair)



度は次第に高くなり、380-400 nm間で著しい上
昇が見られた（Fig. 4）。

4. 被毛の光学顕微鏡観察
イヌ及びネコ被毛の光学顕微鏡観察を、透過

照明で実施したところ、髄質部に黒色被毛では
黒色の、茶色被毛では茶色の色素分布が確認さ
れた。白色被毛では、髄質部が黒く観察された。
落射照明では、黒色被毛及び茶色被毛では透過
照明同様、髄質部に黒色または茶色の色素が確認
されたが、白色被毛では白かった。ネコの細い
白色被毛の光学顕微鏡観察を、透過照明で実施し
たところ、イヌに比べて表面の毛表皮構造が複雑
で、皮質と髄質部の区別ができにくく、落射照
明では被毛表皮からの反射が強かった（Fig. 5）。

5. 鳥羽毛の落射、透過照明による肉眼観察と反
射光簡易吸光度分析

インコ、ハト、カラスの羽毛についても落射
及び透過照明で観察したところ、インコ羽毛は、
落射照明では濃い緑色であったが、透過照明で
はわずかに黄色の混じった黒または灰色であっ
た。ハト羽毛の落射照明ではこげ茶色にうすい
灰色の混じった色で、透過照明では茶色であっ
た。カラス羽毛の落射照明では濃い黒色であっ
たが、透過照明では茶色または紫がかった黒色
であった（Fig. 6上）。被毛と同様、鳥羽毛も方
法2bのように加工したキュベットに入れて、反
射光簡易吸光度分析を行ったところ、インコ羽
毛とハト羽毛については、赤外域の1100 nmから
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Fig. 5 Observation of hair by optical microscopy with epi- or transillumination.
Upper: vertical illumination; Lower: transmission illumination.

Fig. 6 Color observation and simplified optical analysis of bird feather.
A: parrot; B: pigeon; C: crow,
Upper: epiillumination; Middle: transillumination; Lower: simplified optical analysis.
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3. 被毛反射光の簡易吸光度分析
「材料と方法」2bのように加工したキュベッ

トに、Fig. 4上写真（A-G）のヒト、イヌ及びネ
コ被毛を入れ、反射光簡易吸光度分析を実施し
た。イヌの黒、茶、白色の被毛の反射光簡易吸
光度分析の結果、黒色及び茶色の被毛では、
480-500 nm近傍に吸収極大を示し、薄茶または
こげ茶色の被毛では、長波長側の吸光度が高く
なった。白色被毛では、このような吸収極大は
ほとんど認められなかった。ネコの黒茶の被毛
では赤外域の1100 nmから500 nm付近まで吸光

生　物　試　料　分　析

－ 142 －

Fig. 3 Relationship between the visible light-shading 
ratio and thickness of animal hair.

Fig. 4 Simplified optical analysis of pigments in animal hair.
A: human (black hair); B: dog (black hair); C: dog (brown hair); D: dog (light brown hair); E: dog (white hair); F:
cat (black and brown hair); G: cat (white hair)



可視域にわたって次第に吸光度が増し、600-700
nm近傍に僅かにショルダーが見られ、インコ羽
毛では380-520 nm付近、ハト羽毛では380-400 nm
付近で吸光度が急上昇し、この波長域に吸収極大
があることが示唆された。カラス羽毛では、500-
600 nm近傍に吸収極大が認められた（Fig. 6下）。

Ⅳ. 考察

動物は表皮によって波長や熱量の異なる紫外、
可視、赤外光などさまざまな光をブロックし、
外界の環境の激変から身を守っている。表皮に
照射された光は、「反射光」「吸収光」「透過光」
のいずれかに分割されるが、「反射光」「吸収
光」は、その物体を透過することなく、いわゆ
る遮蔽される。まず、ヒト、イヌ、ネコの被毛
の光の遮蔽の様子を、紫外可視分光光度計を用
いて、吸光度分析したところ、200-300 nmの紫
外光は容易に遮蔽された（Fig. 2）。このときの
可視領域の吸光度の平均値から、被毛１gあたり
の遮蔽率を算出したところ、動物種によって著
しい違いが認められた。しかし、可視・赤外光
の遮蔽率は、被毛の色とは余り関係がなく、太
さと負の相関関係が認められたことから、同じ
乾重量の被毛では、細い被毛ほどキュベット内
の被毛密度が高くなり、遮蔽率が高まるものと
考えられた（Fig. 3）。次に、被毛によって遮蔽
される光成分の簡単な吸光度分析のために、ス
タンダードキュベットに「材料と方法」の2bの
ような加工を加えた。この加工キュベットを用
いた吸光度分析の妥当性をさぐる予備実験のた
めに、加工キュベットに植物の葉をそのまま投
入し、葉からの反射光の吸光度分析を行ったと
ころ、葉の粗抽出液と同様、クロロフィル色素
に相当する吸収極大が得られ（Fig. 1C中央）、動
物被毛や羽毛に含まれる色素の簡易分析にも使
用可能であると考えられた。そこで当該方法を
用いて、動物被毛や羽毛の反射光簡易吸光度分
析を行ったところ、ヒトやイヌの黒色や茶色の
被毛では、500 nm付近に吸収極大が認められた

（Fig. 4）。ヒトやイヌの被毛には500 nm付近に
吸収極大があるメラニン色素が含まれているこ
とが知られている15)。メラニンには黒いユーメ
ラニン（eumelanin）と茶色のフェオメラニン

（pheomelanin）の２種類があり、フェオメラニ

ンのほうがユーメラニンに比べて、紫外線照射
等による劣化によって、吸収極大（500 nm）の
長波長側が低下しやすい16)。茶色被毛のメラニ
ンの吸収極大の長波長側の吸光度が、黒色被毛
より低くなっているのは、このことに起因して
いるものと考えられ、今回我々が実験に供した
イヌ被毛は、すでに紫外線等の曝露の影響を受
けて劣化しているものと考えられた。ヒトやイ
ヌの黒色や茶色の被毛の落射、透過照明観察に
よって、毛皮質や髄質部にメラニン色素の存在
が認められたが、イヌの白色被毛の落射照明で
は髄質部が白色に見え、透過照明では黒色に見
えたことから、毛髄質でほとんどの光を反射し
ているものと考えられた（Fig. 5）。今回、反射
光簡易吸光度分析によって、被毛のユーメラニ
ンやフェオメラニンによる光の吸収が確認され
たものの、光遮蔽率に、被毛の色による差はほ
とんど認められなかったことから、光の遮蔽に
は被毛の「吸収」より「反射」が大きく寄与し
ていることが推察され、光反射にかかわる被毛
の表面構造や髄質部の空洞壁の構造の特徴など
を解明する必要があると考えられた。

黒茶のネコ被毛では、500 nm付近に吸収極大
を持つユーメラニンの吸収スペクトルのほかに、
イヌの茶色の色素（フェオメラニン）とは異な
る、380-400 nm付近に吸収極大を持つ茶色色素
が含まれている可能性が示唆された（Fig. 4F）。
ネコ被毛の色や模様にかかわる遺伝子が特定さ
れ、発現のメカニズムが明らかにされつつある
が17)、ネコのメラニン系色素の特性や発現のメ
カニズムについて、さらに、研究を進める必要
があると考えられた。また、ネコ白色被毛の表
面はイヌ被毛の表面に比べて複雑な構造をして
おり、イヌ被毛より光を多く反射すると考えら
れた（Fig. 5）。

鳥羽毛の色については、その鮮やかさゆえ、
特にインコの羽毛の色素や構造色による発色の
メカニズムについて詳しく研究された18, 19)。その
結果、２つの色素（メラニンとシッタコフルビ
ン、psittacofulvin）と海綿状構造や気泡の配置
で、さまざまな鮮やかな色彩をなすことが明ら
かにされている。緑色インコ羽毛にも、380 nm
に吸収極大を持つシッタコフルビン色素の存在
が報告されているが、今回落射照明で濃い緑色
に見えたインコ羽毛も、透過照明ではわずかに
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黄色の混じった黒または灰色で、反射光簡易吸
光度分析でも、380-520 nm間に吸収極大が認め
られ（Fig. 6）、主な色素としてシッタコフルビ
ンを含むものと考えられた。また、ハト羽毛で
も380-400 nmに吸収極大があり、シッタコフル
ビン色素を含むのではないかと考えられた。黒
色カラス羽毛の色素は、ほとんどが500-600 nm
に吸収極大があるメラニン色素であるが、イン
コやハト同様、380-400 nmに吸収極大があり、
ごく微量のシッタコフルビン色素を含むのでは
ないかと考えられた。

Ⅴ. 結語

紫外可視分光光度計を用いて、イヌやネコ被
毛や鳥羽毛の光遮蔽や吸収波長に関する分析を
行った。特に被毛や羽毛の乾式での吸光度分析
のために、キュベットに簡単な加工を施し、反
射光簡易吸光度分析法を考案し、実施した。こ
れらの分析の結果、イヌやネコ被毛の光遮蔽能
は、被毛密度が高いほど高くなることが明らか
となった。また、ヒト、イヌ被毛やカラス羽毛
にはユーメラニンやフェオメラニンと一致する
吸収極大が認められ、ネコ被毛には、380-400
nm付近にイヌのフェオメラニンとは異なる吸収
極大が認められた。インコ羽毛には380-400 nm
付近にシッタコフルビンと一致する吸収極大が
認められ、ハトやカラス羽毛にも微量のシッタ
コフルビンが含まれる可能性が示唆された。
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可視域にわたって次第に吸光度が増し、600-700
nm近傍に僅かにショルダーが見られ、インコ羽
毛では380-520 nm付近、ハト羽毛では380-400 nm
付近で吸光度が急上昇し、この波長域に吸収極大
があることが示唆された。カラス羽毛では、500-
600 nm近傍に吸収極大が認められた（Fig. 6下）。

Ⅳ. 考察

動物は表皮によって波長や熱量の異なる紫外、
可視、赤外光などさまざまな光をブロックし、
外界の環境の激変から身を守っている。表皮に
照射された光は、「反射光」「吸収光」「透過光」
のいずれかに分割されるが、「反射光」「吸収
光」は、その物体を透過することなく、いわゆ
る遮蔽される。まず、ヒト、イヌ、ネコの被毛
の光の遮蔽の様子を、紫外可視分光光度計を用
いて、吸光度分析したところ、200-300 nmの紫
外光は容易に遮蔽された（Fig. 2）。このときの
可視領域の吸光度の平均値から、被毛１gあたり
の遮蔽率を算出したところ、動物種によって著
しい違いが認められた。しかし、可視・赤外光
の遮蔽率は、被毛の色とは余り関係がなく、太
さと負の相関関係が認められたことから、同じ
乾重量の被毛では、細い被毛ほどキュベット内
の被毛密度が高くなり、遮蔽率が高まるものと
考えられた（Fig. 3）。次に、被毛によって遮蔽
される光成分の簡単な吸光度分析のために、ス
タンダードキュベットに「材料と方法」の2bの
ような加工を加えた。この加工キュベットを用
いた吸光度分析の妥当性をさぐる予備実験のた
めに、加工キュベットに植物の葉をそのまま投
入し、葉からの反射光の吸光度分析を行ったと
ころ、葉の粗抽出液と同様、クロロフィル色素
に相当する吸収極大が得られ（Fig. 1C中央）、動
物被毛や羽毛に含まれる色素の簡易分析にも使
用可能であると考えられた。そこで当該方法を
用いて、動物被毛や羽毛の反射光簡易吸光度分
析を行ったところ、ヒトやイヌの黒色や茶色の
被毛では、500 nm付近に吸収極大が認められた

（Fig. 4）。ヒトやイヌの被毛には500 nm付近に
吸収極大があるメラニン色素が含まれているこ
とが知られている15)。メラニンには黒いユーメ
ラニン（eumelanin）と茶色のフェオメラニン

（pheomelanin）の２種類があり、フェオメラニ

ンのほうがユーメラニンに比べて、紫外線照射
等による劣化によって、吸収極大（500 nm）の
長波長側が低下しやすい16)。茶色被毛のメラニ
ンの吸収極大の長波長側の吸光度が、黒色被毛
より低くなっているのは、このことに起因して
いるものと考えられ、今回我々が実験に供した
イヌ被毛は、すでに紫外線等の曝露の影響を受
けて劣化しているものと考えられた。ヒトやイ
ヌの黒色や茶色の被毛の落射、透過照明観察に
よって、毛皮質や髄質部にメラニン色素の存在
が認められたが、イヌの白色被毛の落射照明で
は髄質部が白色に見え、透過照明では黒色に見
えたことから、毛髄質でほとんどの光を反射し
ているものと考えられた（Fig. 5）。今回、反射
光簡易吸光度分析によって、被毛のユーメラニ
ンやフェオメラニンによる光の吸収が確認され
たものの、光遮蔽率に、被毛の色による差はほ
とんど認められなかったことから、光の遮蔽に
は被毛の「吸収」より「反射」が大きく寄与し
ていることが推察され、光反射にかかわる被毛
の表面構造や髄質部の空洞壁の構造の特徴など
を解明する必要があると考えられた。

黒茶のネコ被毛では、500 nm付近に吸収極大
を持つユーメラニンの吸収スペクトルのほかに、
イヌの茶色の色素（フェオメラニン）とは異な
る、380-400 nm付近に吸収極大を持つ茶色色素
が含まれている可能性が示唆された（Fig. 4F）。
ネコ被毛の色や模様にかかわる遺伝子が特定さ
れ、発現のメカニズムが明らかにされつつある
が17)、ネコのメラニン系色素の特性や発現のメ
カニズムについて、さらに、研究を進める必要
があると考えられた。また、ネコ白色被毛の表
面はイヌ被毛の表面に比べて複雑な構造をして
おり、イヌ被毛より光を多く反射すると考えら
れた（Fig. 5）。

鳥羽毛の色については、その鮮やかさゆえ、
特にインコの羽毛の色素や構造色による発色の
メカニズムについて詳しく研究された18, 19)。その
結果、２つの色素（メラニンとシッタコフルビ
ン、psittacofulvin）と海綿状構造や気泡の配置
で、さまざまな鮮やかな色彩をなすことが明ら
かにされている。緑色インコ羽毛にも、380 nm
に吸収極大を持つシッタコフルビン色素の存在
が報告されているが、今回落射照明で濃い緑色
に見えたインコ羽毛も、透過照明ではわずかに
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